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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力手段と、
　表示手段と、
　複数の処理部を含む第一の処理部の管理を行う第一の処理管理手段と、
　複数の処理部を含む第二の処理部の管理を行う第二の処理管理手段と、
　前記第一の処理管理手段と前記第二の処理管理手段とを制御する総合制御手段と、を有
し、
　前記総合制御手段は、
　前記入力手段から操作指示を受けたとき、前記第一の処理管理手段と前記第二の処理管
理手段のうち、高い優先度が付された方へ、前記操作指示を受け付ける権利と前記表示手
段に係る制御を行う権利とを委ね、
　前記第一の処理部の動作状態を制御する第一の制御手段は、
　前記第二の処理管理手段に前記操作指示を受け付ける権利と前記表示手段に係る制御を
行う権利とが委ねられているとき、前記第一の処理部に含まれるダミー処理部に前記操作
指示を受け付けたことを通知し、
　前記ダミー処理部は、
　前記表示手段への表示の権利と前記操作指示とを得れば直ちに動作できる第一の実行可
能状態を維持し、且つ、前記表示手段は、前記ダミー処理部が前記第一の実行可能状態に
置かれる前の表示を維持することを特徴とする情報処理装置。
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【請求項２】
　前記ダミー処理部は、
　前記第二の処理管理手段に前記操作指示を受け付ける権利と前記表示手段に係る制御を
行う権利とが委ねられているとき、前記第一の処理部において最も高い優先度が付される
ことを特徴とする請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ダミー処理部は、
　前記第一の処理管理手段に前記操作指示を受け付ける権利と前記表示手段に係る制御を
行う権利とが委ねられており、且つ前記ダミー処理部に前記第一の処理部における最も高
い優先度が付されたとき、
　前記第一の処理部に含まれる処理部のうち、前記表示手段への表示の権利と前記操作指
示を受け取る権利とを必要とせず且つ直ちに動作できる状態である実行可能状態処理部へ
、前記入力手段からの操作指示を通知し、前記表示手段は、前記ダミー処理部が前記第一
の実行可能状態に置かれる前の表示を維持することを特徴とする請求項２記載の情報処理
装置。
【請求項４】
　前記ダミー処理部は、
　前記実行可能状態処理部と、該実行可能状態処理部の処理を終了させる操作指示とを関
連付けた情報を保持しており、
　前記操作指示を受けたとき、前記操作指示と関連付けられた前記実行可能状態処理部へ
前記操作指示を通知することを特徴とする請求項３記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記第一の処理部は、データ通信機能を処理しない処理部であり、
　前記第二の処理部は、データ通信機能を処理する処理部であることを特徴とする請求項
１ないし４の何れか一項に記載の情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置に係り、特に、装置の処理動作を複数のグループに分けて管理
する処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理装置は、制御部と所望の動作を行う複数の処理部とを有し、制御部は、それら
の処理部に優先度を付し、その優先度に従って動作させ、また、画像表示部及びキーボー
ドからなる入力部を含む入出力部を使用させる権利を与える制御処理が知られている。こ
の権利が与えられることにより、処理部は、入力部からの入力に応じた処理をし、その処
理に従った表示を出力部にすることができる。
【０００３】
　ソフトウェアによって実装された情報処理装置においては、制御部は、オペレーティン
グシステムのタスク管理機能及びリソース管理機能であり、処理部は、各種のアプリケー
ションプログラムによるタスクである。
【０００４】
　複数の処理部が同時に動く場合、特に画像表示リソースを処理部に割り当てる制御機能
及び入力リソースを処理部に割り当てる制御機能には念入りな処理が必須である。なぜな
ら、画像表示部に表示された画像は使用者によって直接視認されるので、乱れた表示は装
置の使い心地に大きな悪影響を与えるからである。そして、キーボードを介して入力され
た指示が適切な処理部に割り当てられることは、処理部の正常な動作に必須だからである
。
【０００５】
　そこで、画像表示部と入力部とを有する情報処理装置は、画像表示部を使用させる処理



(3) JP 5055953 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

部の切り替えに際して、表示が途切れないこと及び無用な表示が行われないことを満たす
制御を行う画像表示リソース制御機能を有し、更に、適切な処理部に入力された指示を通
知する入力リソース制御機能を有する。
【０００６】
　この制御の一例は、各処理部に画像処理部の表示画面の一部または全部からなるウィン
ドウと呼ばれる区画を割り当て、複数のウィンドウが表示画面の同じ位置を占める場合、
最前面にあるとされたウィンドウが表示される制御である。そして、情報処理装置は、複
数のウィンドウの中の１つのウィンドウであって、使用者によって選択されたウィンドウ
が割り当てられた処理部に入力リソースを割り当てる。この制御機能は、ウィンドウシス
テムと呼ばれている。
【０００７】
　一方、異なる制御部の制御の元で動作する、即ち、複数のグループに分けられる処理部
の動作が１台の情報処理装置で必要となり、それらの処理部を１台の装置に統合して用い
ることが望まれることがある。異なる制御部は、異なるウィンドウシステムを有すること
が多く、ある処理部が動作する際、その処理部を制御する制御部のウィンドウシステムを
併せて動作させる処理が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平１０－１６１８６１号公報（第２頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した特許文献１に開示されている方法では、入力リソースは、１つ
のグループに属する処理部に割り当てられ、異なるグループに属する処理部に割り当てる
制御ができない問題点があった。
【０００９】
　本発明は上記問題点を解決するためになされたもので、装置の処理動作を複数のグルー
プに分けて管理する場合に、異なるグループに属する処理部に入力リソースを割り当てる
制御ができる情報処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の情報処理装置は、入力手段と、表示手段と、複数
の処理部を含む第一の処理部の管理を行う第一の処理管理手段と、複数の処理部を含む第
二の処理部の管理を行う第二の処理管理手段と、前記第一の処理管理手段と前記第二の処
理管理手段とを制御する総合制御手段と、を有し、前記総合制御手段は、前記入力手段か
ら操作指示を受けたとき、前記第一の処理管理手段と前記第二の処理管理手段のうち、高
い優先度が付された方へ、前記操作指示を受け付ける権利と前記表示手段に係る制御を行
う権利とを委ね、前記第一の処理部の動作状態を制御する第一の制御手段は、前記第二の
処理管理手段に前記操作指示を受け付ける権利と前記表示手段に係る制御を行う権利とが
委ねられているとき、前記第一の処理部に含まれるダミー処理部に前記操作指示を受け付
けたことを通知し、前記ダミー処理部は、前記表示手段への表示の権利と前記操作指示と
を得れば直ちに動作できる第一の実行可能状態を維持し、且つ、前記表示手段は、前記ダ
ミー処理部が前記第一の実行可能状態に置かれる前の表示を維持することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、装置の処理動作を複数のグループに分けて管理する場合に、異なるグ
ループに属する処理部に入力リソースを割り当てる制御ができる情報処理装置を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に、本発明による情報処理装置の実施の形態を、図面を参照して説明する。図１は
、本発明の実施形態に係る情報処理装置が適用された移動通信端末装置の構成を示すブロ
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ック図である。
【００１４】
　この移動通信端末装置は、装置全体の制御を行う総合制御部１１と、総合動作状況記憶
部１１ａと、基地局（図示せず）との間で電波の送受信を行うアンテナ１２ａと、通信部
１２ｂと、送受信部１３と、通話用のスピーカ１４ａと、通話用のマイクロフォン１４ｂ
と、通話部１４ｃと、表示部１５と、入力装置１６と、音声増幅部１７と、音声増幅部１
７によって増幅された信号から音声を発生させるスピーカ１７ａと、第１の処理管理部２
１と、第２の処理管理部４１とからなる。総合動作状況記憶部１１ａには、総合動作状況
１１ｂが記憶される。
【００１５】
　図２は、第１の処理管理部２１の詳細な構成を示すブロック図である。第１の処理管理
部２１は、データ通信機能を直接には処理しない処理部のグループである。そして、第１
の処理管理部２１の制御を行う第１の制御部２２と、第１の動作状況記憶部２３と、第１
のダミー処理部２４と、待ち受け処理部２５と、通話処理部２６と、アドレス帳処理部２
７と、アドレス帳記憶部２８と、エディタ処理部２９と、放送受信処理部３０と、コンテ
ンツ再生処理部３１と、コンテンツ記憶部３２と、アラーム処理部３３とからなる。
【００１６】
　第１の動作状況記憶部２３には、第１の動作状況２３ａが記憶される。第１のダミー処
理部２４は、第１のダミー処理部２４内に第１の特定キー操作２４ａを記憶する。アドレ
ス帳記憶部２８には、アドレス帳２８ａが記憶される。アドレス帳２８ａは、少なくとも
氏名と、電話番号と、電子メールアドレスとが関連付けられた情報からなる。コンテンツ
記憶部３２には、コンテンツ３２ａが記憶される。コンテンツ３２ａは、映像及び／また
は音声からなるコンテンツである。
【００１７】
　図３は、第２の処理管理部４１の詳細な構成を示すブロック図である。第２の処理管理
部４１は、データ通信機能を処理する処理部のグループである。そして、第２の処理管理
部４１の制御を行う第２の制御部４２と、第２の動作状況記憶部４３と、第２のダミー処
理部４４と、電子メール処理部４５と、ブラウザ処理部４６と、ＰＴＴ（Push-to-Talk）
処理部４７と、ストリーミング再生処理部４８とからなる。第２の動作状況記憶部４３に
は、第２の動作状況４３ａが記憶される。第２のダミー処理部４４は、第２のダミー処理
部４４内に第２の特定キー操作４４ａを記憶する。
【００１８】
　上記のように構成された、本発明の実施形態に係る情報処理装置の各部の動作を、図１
～図３を参照して説明する。
【００１９】
　通信部１２ｂは、アンテナ１２ａが受信した高周波信号を送受信部１３へ出力し、また
、送受信部１３から出力される高周波信号をアンテナ１２ａより送信する。
【００２０】
　送受信部１３は、通信部１２ｂからの高周波信号を増幅、周波数変換及び復調し、それ
によって得られたディジタル音声信号を通話部１４ｃへ、また、制御信号を総合制御部１
１に送る。更には、通話部１４ｃから出力されるディジタル音声信号、及び総合制御部１
１から出力される制御信号を変調、周波数変換及び増幅し、高周波信号を得て、それを通
信部１２ｂに送る。
【００２１】
　通話部１４ｃは、送受信部１３から出力されるディジタル音声信号をアナログ音声信号
に変換し、それを増幅してスピーカ１４ａに送る。また、マイクロフォン１４ｂから出力
されるアナログ音声信号を増幅し、それをディジタル音声信号に変換して送受信部１３に
送信する。
【００２２】
　表示部１５は、総合制御部１１に制御されることで、カーソルを含む文字・数字を含む
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画像データの表示動作を行い、表示されているデータは、入力装置１６からの入力操作や
着信信号に応答して総合制御部１１からの指示を受けることで切換わる。
【００２３】
　入力装置１６は、通信相手の電話番号などを指定し、また、トグル式の入力方式によっ
てひらがな文字、アルファベット文字及び記号文字を入力するための数字キーと、カーソ
ル移動キーやスクロールキーを含む複数の機能キーとを含むキーからなる。
【００２４】
　そして、入力装置１６のキーが押下されると、そのキーの識別子が総合制御部１１に通
知され、総合制御部１１の制御に基づいて、その識別子が通知された第１の処理管理部２
１内の処理部及び／または第２の処理管理部４１内の処理部の処理により、表示部１５に
文字として表示されたり、キーの押下及び解放に基づく制御が行われたりする。
【００２５】
　第１の処理管理部２１は、前述の通りの構成であり、通話機能等を処理する処理部のグ
ループであって、第１の処理管理部２１の各部の中で制御された処理部が入力装置１６の
キー操作等に従って動作し、動作の結果を表示部１５への画像表示として出力する。
【００２６】
　第１の制御部２２は、第１の処理管理部２１内の処理部の動作状態を制御する。
【００２７】
　待ち受け処理部２５は、装置の電源が投入された際に起動され、所定の待ち受け画面を
表示部１５に表示する。なお、起動処理については、後で詳述する。ここで、待ち受け画
面は、静止画像であっても良く、動画像であっても良い。
【００２８】
　そして、待ち受け処理部２５は、入力装置１６のキーが操作されると、総合制御部１１
を経由してそのキーに対応付けられた処理部を起動する。また、基地局から通話着信信号
が受信された際に入力装置１６の通話キーが操作されると、通話処理部２６を起動する。
待ち受け処理部２５は、装置の電源の切断に至るまで動作を終了しない。
【００２９】
　通話処理部２６は、通話を行う処理部であり、入力装置１６の所定のキーが操作された
際、及び、アドレス帳処理部２７が動作中にアドレス帳２８ａに含まれる電話番号が表示
され、入力装置１６の所定のキーが操作された際に起動され、通信部１２ｂ、送受信部１
３及び通話部１４ｃを起動して、発信処理及び通話処理をさせ、所定の画像を表示部１５
に表示する。
【００３０】
　また、通話処理部２６は、送受信部１３によって通話着信信号が受信されると総合制御
部１１によって起動され、通信部１２ｂ、送受信部１３及び通話部１４ｃを起動して、着
信処理及び通話処理をさせ、所定の画像を表示部１５に表示する。通話中に入力装置１６
の所定のキーが操作された際、通話処理部２６は、動作を終了する。
【００３１】
　アドレス帳処理部２７は、アドレス帳２８ａを管理する処理部であり、入力装置１６の
所定のキーが操作された際に起動され、アドレス帳記憶部２８に記憶されたアドレス帳２
８ａを読み出して表示部１５に表示、アドレス帳２８ａに情報の格納、アドレス帳２８ａ
の情報の更新、及び、アドレス帳２８ａの情報の削除を行う。
【００３２】
　また、アドレス帳２８ａに含まれる電話番号が表示されている際、入力装置１６の所定
のキーが操作されると、アドレス帳処理部２７は、総合制御部１１を経由して通話処理部
２６を起動する。また、アドレス帳２８ａに含まれる電子メールアドレスが表示されてい
る際、入力装置１６の所定のキーが操作されると、総合制御部１１を経由して第２の処理
管理部４１の電子メール処理部４５を起動する。アドレス帳処理部２７は、入力装置１６
の所定のキーが操作された際、動作を終了する。
【００３３】
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　エディタ処理部２９は、文字列の編集を行う処理部である。そして、例えば、ＰＴＴ処
理部４７からの指示によって、また、入力装置１６の所定のキーが操作された場合、起動
され、入力装置１６の文字を示すキーが操作された場合、そのキーによって識別される文
字をエディタ処理部２９内に記憶して、表示部１５に表示する。
【００３４】
　更に、表示部１５に表示された文字の中の１文字にカーソル位置を置き、カーソル位置
が置かれた文字をその他の文字と異なる表示形態で表示する。ここで、異なる表示形態と
は、文字の色が異なる、文字の背景色が異なるなどであるが、これに限るものではない。
【００３５】
　また、入力装置１６の所定のキー、例えば、上下左右方向の矢印キーが操作された場合
、エディタ処理部２９は、カーソル位置を上下左右方向に表示されている文字に移動する
。そして、入力装置１６の文字を示すキーが操作された場合、そのキーによって識別され
る文字をカーソル位置が置かれた文字の前に追加記憶して、カーソル位置が置かれた文字
の前に表示する。更に、入力装置１６の所定のキー、例えば、消去キーが操作された場合
、エディタ処理部２９は、カーソル位置が置かれた文字を削除する。
【００３６】
　エディタ処理部２９は、起動を指示した処理部に編集された文字列を通知し、更に、起
動を指示した処理部からの指示を受けることによって、また、入力装置１６の所定のキー
が操作された場合、動作を終了する。
【００３７】
　放送受信処理部３０は、ラジオ放送及び／またはテレビ放送を受信する処理部である。
そして、入力装置１６の所定のキーが操作された際に起動され、入力装置１６の所定のキ
ー操作によって指示された放送局から送信された電波を受信して復調することにより、音
声信号及び／または映像信号を作成する。
【００３８】
　更に、放送受信処理部３０は、作成された音声信号を音声増幅部１７を制御して増幅さ
せ、スピーカ１７ａから音声を発生させる。また、作成された映像信号を表示部１５に表
示させる。放送受信処理部３０は、入力装置１６の所定のキーが操作されると動作を終了
する。
【００３９】
　コンテンツ再生処理部３１は、コンテンツ記憶部３２に記憶されたコンテンツ３２ａを
、読み出して、再生する処理部である。そして、入力装置１６の所定のキーが操作された
際に起動され、読み出されたコンテンツ３２ａは、音声信号及び／または映像信号からな
り、コンテンツ再生処理部３１は、読み出された音声信号を音声増幅部１７を制御して増
幅させ、スピーカ１７ａから音声を発生させる。また、読み出された映像信号を表示部１
５に表示させる。コンテンツ再生処理部３１は、入力装置１６の所定のキーが操作される
と動作を終了する。
【００４０】
　アラーム処理部３３は、所定の状況が発生したことを報知する処理部である。そして、
所定の状況の発生の際、例えば、装置の各部に電力を供給する蓄電池（図示せず）に蓄え
られた電力が所定の値以下になった場合、総合制御部１１によって起動され、動作を開始
する。そして、アラーム処理部３３は、所定の画像を表示部１５に表示させ、音声増幅部
１７を制御して所定の音声をスピーカ１７ａから発生させる。
【００４１】
　第２の処理管理部４１は、前述の通りの構成であり、データ通信機能を処理する処理部
のグループであって、第２の処理管理部４１内の各部の中で制御された処理部が入力装置
１６のキー操作等に従って動作し、動作の結果を表示部１５への画像表示として出力する
。
【００４２】
　第２の制御部４２は、第２の処理管理部４１内の処理部の動作状態を制御する。
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【００４３】
　電子メール処理部４５は、電子メールの送信及び受信を行う処理部であり、電子メール
処理部４５の電子メール送信動作は、入力装置１６の所定のキー操作がされた際、及びア
ドレス帳処理部２７が動作中にアドレス帳２８ａに含まれる電子メールアドレスが表示さ
れて入力装置１６の所定のキーが操作された際に起動され、入力装置１６の所定のキー操
作によって作成された電子メールの標題と本文とを総合制御部１１及び送受信部１３を経
由して送信して、動作を終了する。
【００４４】
　また、電子メール処理部４５の電子メール受信動作は、送受信部１３によって電子メー
ル着信信号が受信されると総合制御部１１によって起動され、送受信部１３によって受信
された電子メールをメールボックス（図示せず）に記憶して、動作を終了する。
【００４５】
　ブラウザ処理部４６は、ウェブサイトへアクセスする処理部である。即ち、ブラウザ処
理部４６は、入力装置１６の所定のキーが操作された際、総合制御部１１によって起動さ
れ、ウェブサイトへアクセスする動作を開始する。
【００４６】
　ブラウザ処理部４６は、続いて、入力装置１６のキー操作によってウェブサイトのアド
レスを作成し、作成されたアドレスによって識別されるウェブサイトへ総合制御部１１及
び送受信部１３を経由してアクセスし、そのウェブサイトから送信された情報を送受信部
１３及び総合制御部１１を経由して受信して、表示部１５に表示する。ブラウザ処理部４
６は、入力装置１６の所定のキーが操作された際、動作を終了する。
【００４７】
　ＰＴＴ処理部４７は、ＰＴＴ通話を行う処理部である。そして、入力装置１６のＰＴＴ
発話キーが押下操作され続けている場合、通信部１２ｂ及び送受信部１３を起動して、Ｐ
ＴＴサーバ装置（図示せず）に発話権を要求する。そして、ＰＴＴサーバ装置から、その
要求に応じて発話権が与えられると、通話部１４ｃを起動して、マイクロフォン１４ｂか
ら入力された音声をＰＴＴサーバ装置に送信させる。
【００４８】
　ＰＴＴ発話キーの押下操作が解放されると、ＰＴＴ処理部４７は、ＰＴＴサーバ装置か
ら与えられた発話権を放棄することを、通信部１２ｂ及び送受信部１３を介してＰＴＴサ
ーバ装置に通知する。そして、通信部１２ｂ及び送受信部１３によってＰＴＴサーバ装置
から送信された音声信号を送信する旨の通知が受信されることを待つ。そして、その通知
が受信されると、音声増幅部１７を起動して、ＰＴＴサーバ装置から送信され、送受信部
１３によって受信された音声信号をスピーカ１７ａから発生させる。
【００４９】
　また、ＰＴＴ処理部４７は、送受信部１３によって通話着信信号が受信された場合、及
び電子メール着信信号が受信された場合、総合制御部１１に制御されて、ＰＴＴ発話キー
の操作の有無に係らず、発話権を放棄する処理を行う。
【００５０】
　ストリーミング再生処理部４８は、送受信部１３によって受信されたコンテンツをスト
リーミング再生する処理部である。そして、入力装置１６の所定のキーが操作された際に
起動され、送受信部１３によって受信されたコンテンツは、音声信号及び／または映像信
号からなる。
【００５１】
　ストリーミング再生処理部４８は、受信された音声信号を音声増幅部１７を制御して増
幅させ、スピーカ１７ａから音声を発生させる。また、受信された映像信号を表示部１５
に表示させる。ストリーミング再生処理部４８は、入力装置１６の所定のキーが操作され
た際、動作を終了する。
【００５２】
　以下、本実施形態に係る移動通信端末装置の、処理部の管理処理、特に、入力装置１６
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の所定のキー操作を処理部に割り当てる動作を説明する。
【００５３】
（処理部の状態及び優先度）
　まず、処理部の状態を説明する。第１の処理管理部２１に属する処理部（第１のダミー
処理部２４、待ち受け処理部２５、通話処理部２６及びアドレス帳処理部２７、エディタ
処理部２９、放送受信処理部３０、コンテンツ再生処理部３１、アラーム処理部３３）と
、第２の処理管理部４１に属する処理部（第２のダミー処理部４４、電子メール処理部４
５及びブラウザ処理部４６、ＰＴＴ処理部４７、ストリーミング再生処理部４８）は、第
１の実行可能状態（Waiting）、一時停止状態（Suspend）及び終了状態のいずれかの状態
にあるように制御される。
【００５４】
　ここで、第１の実行可能状態は、表示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操
作を受け取る権利とを得れば、直ちに動作できる状態である。また、一時停止状態は、表
示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利とを得ても直ちには
動作できない状態である。
【００５５】
　上記説明に拘らず、放送受信処理部３０、コンテンツ再生処理部３１、ＰＴＴ処理部４
７及びストリーミング再生処理部４８は、上記３状態及び第２の実行可能状態（Ready）
のいずれかの状態にあるように制御される。
【００５６】
　ここで、第２の実行可能状態は、表示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操
作を受け取る権利とを必要としておらず、かつ、直ちに動作できる状態である。例えば、
放送受信処理部３０は、入力装置１６の所定のキー操作によって一旦動作を開始すれば、
その後は、上記２つの権利を必要とせずに動作できるので、第２の実行可能状態にある。
なお、放送受信処理部３０がテレビ放送を受信する場合、テレビ放送された映像は、表示
部１５に必ずしも表示される必要がないとする。
【００５７】
　コンテンツ再生処理部３１及びストリーミング再生処理部４８についても、上記放送受
信処理部３０と同様であって、それぞれコンテンツ記憶部３２に記憶されたコンテンツ３
２ａか、送受信部１３によって受信されたコンテンツの再生を開始すれば、上記２つの権
利を必要とせずに動作できるので、第２の実行可能状態にある。なお、映像は、表示部１
５に必ずしも表示される必要がないとすることも、上記放送受信処理部３０と同様である
。
【００５８】
　ＰＴＴ処理部４７は、入力装置１６のＰＴＴ発話キーが押下操作され続けている場合、
上記２つの権利を必要とせずに発話権を得る動作、そして発話の動作をできるので、第２
の実行可能状態にある。また、ＰＴＴ発話キーの押下操作が解放される場合、上記２つの
権利を必要とせずにＰＴＴサーバ装置から音声信号が送信されることを待つ動作、そして
送信された音声信号をスピーカ１７ａから発生させる動作をできるので、第２の実行可能
状態にある。
【００５９】
　第１の処理管理部２１に属する処理部であって、第１の実行可能状態、第２の実行可能
状態または一時停止状態にある処理部には、第１の処理管理部２１内での優先度が付され
る。第２の処理管理部４１に属する処理部についても、同様である。後述するように、新
たに第１の実行可能状態に置かれた処理部には最高の優先度が付されるのが原則である。
【００６０】
　第１の処理管理部２１に属する第１の実行可能状態であって、第１の処理管理部２１内
で最も優先度が高い処理部、及び第１の処理管理部２１に属する第２の実行可能状態にあ
る処理部が動作中（Active、表示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受
け取る権利とを得て、または、上記２つの権利を必要とせずに動作している状態。）であ



(9) JP 5055953 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

ると第１の処理管理部２１内でみなされる。
【００６１】
　また同様に、第２の処理管理部４１に属する第１の実行可能状態であって、第２の処理
管理部４１内で最も優先度が高い処理部、及び第２の処理管理部４１に属する第２の実行
可能状態にある処理部が動作中であると第２の処理管理部４１内でみなされる。
【００６２】
　また、第１の処理管理部２１は、第１の実行可能状態である処理部がなく、第２の実行
可能状態または一時停止状態である処理部がある場合、第２の実行可能状態または一時停
止状態である処理部の少なくとも１つが第１の実行可能状態に移される。また、第２の処
理管理部４１についても同様である。
【００６３】
　なお、上述したように、第１の実行可能状態であって、動作中とみなされる処理部は、
第１の処理管理部２１に属する処理部が１つと、第２の処理管理部４１に属する処理部が
１つの合計２つであるが、後述するように、総合制御部１１によって表示部１５への表示
の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利とは１つの処理部に与えられ、更に、
第１の実行可能状態であって、動作中の処理部は１つであるように制御される。また、上
記２つの処理部の中で、動作中であると制御される処理部は、最後に動作中であるとみな
されるに至った処理部である。一方、第２の実行可能状態にある全ての処理部は、総合制
御部１１によって動作中であると制御される。
【００６４】
　なお、動作中である処理部は、複数個である可能性がある。処理部がアプリケーション
プログラムによるタスクである場合、ＣＰＵが１つであれば、動作中の処理部の中でＣＰ
Ｕを割り当てられている処理部は１つである。
【００６５】
　即ち、動作中であることは、その処理部にＣＰＵが割り当てられていることを意味せず
、例えば、全ての動作中である処理部に、所定の時間毎にＣＰＵが割り当てられているこ
とを意味する。この、所定の時間毎にＣＰＵが割り当てられる総合制御部１１による制御
の一例は、タイムスライシングである。
【００６６】
　第１の処理管理部２１に属する処理部について、処理部をいずれの状態に移すかの判断
は、総合制御部１１及び第１の制御部２２によって制御される。また、第２の処理管理部
４１に属する処理部については、総合制御部１１及び第２の制御部４２によって制御され
る。そして、処理部を終了状態から第１の実行可能状態に移すことは、第１の制御部２２
及び第２の制御部４２を経由して、総合制御部１１によって制御される（この制御を起動
と記す。）。
【００６７】
　そして、起動の完了とは、新たに起動された処理部が表示部１５に表示させる画像の作
成を完了し、かつ、入力装置１６のキー操作を受け取った際に、その操作に対応する処理
を行うことができることになったこと（即ち、その処理部は、入力装置１６の操作された
キーに基づいた処理が行えなかったが、行えるように変わったこと。）を意味する。
【００６８】
　総合制御部１１は、第１の制御部２２又は第２の制御部４２を経由して起動させた処理
部を、起動させた順を付して、また、優先度と置かれた状態とを付して総合動作状況１１
ｂに記憶する。更に、第１の処理管理部２１と第２の処理管理部４１との中で、いずれが
高い優先度であるかを総合動作状況１１ｂに記憶する。
【００６９】
　そして、総合制御部１１は、第１の処理管理部２１と第２の処理管理部４１との中で高
い優先度である処理管理部の制御部（第１の制御部２２または第２の制御部４２）に表示
部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利との制御を委ねる。
【００７０】
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　なお、高い優先度である処理管理部は、原則として、最後に起動された処理部が属する
処理管理部であるが、詳細は後述する。また、総合制御部１１は、処理管理部（第１の処
理管理部２１または第２の処理管理部４１）からの要求があった場合、その処理管理部が
低い優先度であっても、その処理管理部に入力装置１６のキー操作を通知する。
【００７１】
　ここで、第１のダミー処理部２４と第２のダミー処理部４４とは、装置の電源投入に伴
って起動され、電源が切断されない限り終了することはない。また、装置の電源投入の際
、第１のダミー処理部２４と第２のダミー処理部４４との起動に続いて待ち受け処理部２
５が起動され、電源が切断されない限り終了することはないため、第１のダミー処理部２
４と、第２のダミー処理部４４と、待ち受け処理部２５とは常に第１の実行可能状態か、
一時停止状態にある。そのため、第１の処理管理部２１と第２の処理管理部４１との中で
いずれが優先度が高く、いずれが低いかが不定であることはない。
【００７２】
　第１の制御部２２は、第１の処理管理部２１に属する処理部であって、第１の実行可能
状態にある処理部、第２の実行可能状態にある処理部及び一時停止状態にある処理部と、
総合制御部１１の制御に従ってそれらの処理部に付された優先度及び置かれた状態とを第
１の動作状況２３ａに記憶する。
【００７３】
　そして、第１の処理管理部２１に表示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操
作を受け取る権利との制御を委ねられている場合、第１の制御部２２は、第１の処理管理
部２１に属する処理部であって、最も高い優先度が付された処理部にそれらの権利を与え
る。なお、第１の処理管理部２１が低い優先度であって、入力装置１６のキー操作の通知
を受けた場合、第１の処理管理部２１に属する処理部の中で最も高い優先度が付された処
理部である第１のダミー処理部２４に、そのキー操作を通知する。
【００７４】
　また、最も高い優先度が付された処理部のみを第１の実行可能状態に置くため、その処
理部は動作中となり、その他の処理部であって、第２の実行可能状態にない処理部を一時
停止状態に置く。しかし、後述するように、処理部の起動中、又は終了処理中に総合制御
部１１によって指示された場合、最も高い優先度が付された処理部以外の処理部を第１の
実行可能状態に置くことがある。
【００７５】
　また、一時停止状態の処理部は、例えば、送受信部１３からの信号を受信することによ
って処理をすることがあるが（ソフトウェアによって実装された情報処理装置においては
、割り込み発生による処理である。）、総合制御部１１によって起動されない場合、優先
度は変わらず、その結果、動作中とは見なされない。また、一時停止状態の処理部は、表
示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利が与えられることは
ない。
【００７６】
　第２の制御部４２は、第２の処理管理部４１に属する処理部を管理し、状況を第２の動
作状況４３ａに記憶するが、動作は、第１の制御部２２と同様であり、詳細な説明を省略
する。
【００７７】
（第２の実行可能状態に置かれた処理部がキー操作の通知を受信する動作）
　既に述べたように、放送受信処理部３０、コンテンツ再生処理部３１、ＰＴＴ処理部４
７及びストリーミング再生処理部４８は、第２の実行可能状態に置かれることがある。第
２の実行可能状態に置かれている場合、これらの処理部は、入力装置１６のキー操作を受
け取ることなく動作する。
【００７８】
　一方、これらの処理部は、第２の実行可能状態に置かれており、所定のキー操作がされ
た場合、その操作の通知を受けることをそれぞれの処理部が属する処理管理部のダミー処
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理部（第１の処理管理部２１の第１のダミー処理部２４か、第２の処理管理部４１の第２
のダミー処理部４４のいずれか一方。）に要求する。そして、この要求に従って送られた
通知に従って動作する。
【００７９】
　なお、この動作の際、これらの処理部は、表示部１５に表示を行わないことが望ましい
。なぜなら、異なる処理部が第１の実行可能状態に置かれて動作中であり、表示部１５に
表示する権利を得ているので、これらの処理部が表示部１５に表示を行うことによって、
表示が乱れる可能性があるからである。
【００８０】
　この動作は、第２の実行可能状態に置かれている処理部は、入力装置１６のキー操作を
受け取ることなく動作するにも係らず、キー操作を受け取らせることが装置の動作のため
に必要なことがあるからである。最も簡明な例は、これらの処理部に動作を終了させるた
めのキー操作を受け取らせることであるが、これに限るものではない。
【００８１】
　例えば、第２の実行可能状態に置かれているＰＴＴ処理部４７を制御して発話権を得る
（ＰＴＴ発話キーの連続押下操作が開始された場合。）、及び発話権を放棄する（ＰＴＴ
発話キーの押下操作が終了し、解放された場合。）ことは、装置の効率的な動作のために
好ましい。
【００８２】
　なぜなら、ＰＴＴ処理部４７を制御して発話権を得て、または放棄することは、必ずし
も頻繁に行われるものではない。そこで、ＰＴＴ処理部４７を第２の実行可能状態に置き
、異なる処理部を第１の実行可能状態に置いて動作中とする制御を行うことにより、ＰＴ
Ｔ処理部４７と、上記異なる処理部との２つの処理部をキー操作によって制御することが
容易に可能になる。
【００８３】
　なお、第２の実行可能状態に置かれている処理部が全てのキーに対する操作を受け取る
場合、その処理部に対する全ての操作が可能になる。しかし、上記の様に、第２の実行可
能状態に置かれている処理部が受け取るキー操作は、入力装置１６の全てのキーに対する
操作である必要はない。
【００８４】
　なぜなら、第２の実行可能状態に置かれている処理部がキー操作を受け取ると、その処
理部と、第１の実行可能状態にあって動作中の処理部とが同じキー操作を受け取って所定
の動作をする。そこで、第２の実行可能状態に置かれている処理部が全てのキー操作を受
け取ると、使用者にとって、予想外の動作となる可能性があるからである。第２の実行可
能状態に置かれている処理部に対する全ての操作を行うには、その処理部を第１の実行可
能状態にあって動作中とした後、操作することによって可能である。
【００８５】
（ダミー処理部の動作）
　第１のダミー処理部２４の動作と、第２のダミー処理部４４の動作を説明する。ここで
、これらの動作は同一であり、第１のダミー処理部２４の動作のみを説明し、第２のダミ
ー処理部４４の動作の説明を省略する。
【００８６】
　第１のダミー処理部２４は、第１の処理管理部２１の処理部であって、第２の実行可能
状態に置かれることがある処理部からキー操作の識別子を受信して、その処理部と、その
キー操作の識別子とが関連付けられた情報である第１の特定キー操作を第１のダミー処理
部２４内に記憶する。
【００８７】
　そして、上記キー操作の識別子を第１の制御部２２を介して総合制御部１１に送り、第
１の処理管理部２１が第２の処理管理部４１よりも優先度が低い場合、上記キー操作が行
われると、そのキー操作が行われたことを第１の処理管理部２１に通知することを要求す
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る。そして、その要求に応じて総合制御部１１から通知されたキー操作の通知を受けて、
そのキー操作を上記処理部に通知する。
【００８８】
　なお、上記要求は、第１の処理管理部２１が第２の処理管理部４１よりも優先度が低い
場合に通知することに限るものではない。第１の処理管理部２１の優先度と第２の処理管
理部４１の優先度に係らず通知することを要求しても良い。これによれば、第２の実行可
能状態に置かれることがある処理部は、入力装置１６のキー操作を受け取る権利がいずれ
に与えられているかに係らず、常に上記キー操作の識別子が行われたとの通知を受けるこ
とができる。
【００８９】
　図４は、第１の特定キー操作の一例を示す。この第１の特定キー操作２４ａは、第２の
実行可能状態処理部２４ｂと、キー操作２４ｃとが関連付けられた情報であり、第２の実
行可能状態処理部２４ｂは、第１の処理管理部２１の処理部であって、第２の実行可能状
態に置かれることがある処理部のいずれか（放送受信処理部３０と、コンテンツ再生処理
部３１とのいずれか。）である。そして、キー操作２４ｃは、第２の実行可能状態処理部
２４ｂを終了させるための専用キーの操作である。
【００９０】
　第１のダミー処理部２４は、第１の処理管理部２１の処理部の中で最も高い優先度が付
され、第１の実行可能状態に置かれた場合、表示部１５への表示の権利が与えられるが、
表示部１５への表示を行わない。この表示を行わないことによって、第１のダミー処理部
２４が第１の実行可能状態に置かれる前の表示を表示部１５に維持させる。
【００９１】
　また、第１のダミー処理部２４は、第１の実行可能状態に置かれた場合、入力装置１６
のキー操作を受け取る権利が与えられ、キー操作を受け取るが、第１のダミー処理部２４
は、このキー操作に依存した動作を行わない。
【００９２】
　そして、第１のダミー処理部２４は、第１のダミー処理部２４内に記憶されたキー操作
２４ｃと、上記キー操作の識別子とが等しい第１の特定キー操作２４ａが検索された場合
、そのキー操作２４ｃと関連付けて記憶されている第２の実行可能状態処理部２４ｂが第
２の実行可能状態に置かれていれば、その処理部にそのキー操作２４ｃを通知する。
【００９３】
　この第１のダミー処理部２４は、キー操作に依存した動作を行わず、キー操作２４ｃを
第２の実行可能状態に置かれている処理部に通知する処理によって、キー操作が行われた
としても、装置の動作に変化を与えない。かつ、第２の実行可能状態に置かれ、キー操作
を必要とせず動作している処理部をキー操作２４ｃによって制御することができる。
【００９４】
　上記説明では、第１のダミー処理部２４は、第１の処理管理部２１が第２の処理管理部
４１よりも優先度が低い場合、キー操作２４ｃの通知を総合制御部１１に要求するとした
。なぜなら、第１の処理管理部２１の処理部はデータ通信機能を処理しない処理部であり
、一方、第２の処理管理部４１の処理部はデータ通信機能を処理する処理部である。その
ため、それぞれの独立性が高く、相互の関連が少なく動作する。
【００９５】
　そこで、第１のダミー処理部２４は、第１の処理管理部２１が第２の処理管理部４１よ
りも優先度が低い場合、即ち、第１の処理管理部２１の処理部が表示部１５への表示の権
利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利を得ていない場合、上記キー操作２４ｃの
通知を得ることによって、上記権利を得ている処理部の動作を妨げずに、第１の処理管理
部２１内の処理部に通知されたキー操作２４ｃに従った適切な動作をさせることができる
。
【００９６】
　一方、第１の処理管理部２１の処理部は、関連を持って動作していると考えられる。そ
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こで、第１の処理管理部２１が第２の処理管理部４１よりも優先度が高い場合、即ち、第
１の処理管理部２１の処理部が表示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を
受け取る権利を得ている場合、上記キー操作２４ｃの通知によらず、第１の処理管理部２
１の処理部間の通信によって、それらの処理部は、適切な動作ができるが、これに限るも
のではない。
【００９７】
　ここで、第２のダミー処理部４４の動作に関し、第２のダミー処理部４４内に記憶され
る第２の特定キー操作４４ａの一例を説明する。図５に示す第２の特定キー操作４４ａの
一例は、第２の実行可能状態処理部４４ｂと、キー操作４４ｃとが関連付けられた情報で
ある。第２の実行可能状態処理部４４ｂは、第２の処理管理部４１の処理部であって、第
２の実行可能状態に置かれることがある処理部のいずれか（ＰＴＴ処理部４７と、ストリ
ーミング再生処理部４８とのいずれか。）である。
【００９８】
　そして、「ＰＴＴ処理部」なる第２の実行可能状態処理部４４ｂに関連付けられて、キ
ー操作４４ｃには「ＰＴＴ発話キー解放」が記憶されている。即ち、ＰＴＴ処理部４７は
、ＰＴＴ発話キーが押下操作され続けているため、発話権を得る動作中か、発話の動作中
である。そこで、ＰＴＴ発話キーの押下が解放された際に、そのキー操作の通知を要求し
ている。
【００９９】
　一方、ＰＴＴ処理部４７は、ＰＴＴ発話キーの押下が解放されているため、ＰＴＴサー
バ装置から音声信号が送信されることを待つ動作中か、送信された音声信号をスピーカ１
７ａから発生させる動作中である場合、ＰＴＴ発話キーの押下開始の操作の際に、そのキ
ー操作の通知を要求する。そのため、「ＰＴＴ処理部」なる第２の実行可能状態処理部４
４ｂに関連付けられて、キー操作４４ｃには「ＰＴＴ発話キー押下開始」が記憶される。
【０１００】
　なお、ＰＴＴ処理部４７は、常に、ＰＴＴ発話キーの押下開始の操作の際と、ＰＴＴ発
話キーの押下が解放された際とに、それらのキー操作の通知を要求しても良い。この場合
、「ＰＴＴ処理部」なる第２の実行可能状態処理部４４ｂに関連付けられて、キー操作４
４ｃには「ＰＴＴ発話キー押下開始、ＰＴＴ発話キー解放」が記憶される。
【０１０１】
　このように、キー操作４４ｃに複数のキー操作が記憶されている場合、ＰＴＴ処理部４
７は、無用なキー操作の通知を受けることがある。その場合、ＰＴＴ処理部４７は、その
無用な通知を廃棄する。既に説明したように、ＰＴＴ処理部４７は、ＰＴＴ発話キーが押
下されている場合に総合制御部１１に従って発話権を放棄する動作をすることがある。無
用な通知の一例は、その動作の後で受けた、ＰＴＴ発話キー解放の通知である。
【０１０２】
　図５には、更に、「ストリーミング再生処理部」なる第２の実行可能状態処理部４４ｂ
に関連付けられて、「ストリーミング再生終了キー操作」、即ち、ストリーミング再生処
理部４８を終了させる専用キーの操作が記憶されていることが示されている。
【０１０３】
　なお、上記のキー操作２４ｃ、４４ｃは、いずれも１つの処理部のために用意された専
用のキーの操作であるとしたので、そのキー操作２４ｃ、４４ｃが第１の実行可能状態に
あって動作中で、入力装置１６のキー操作を受け取る権利を得ている他の処理部に併せて
送られても、その処理部はそのキー操作２４ｃ、４４ｃによって動作することはないが、
これに限るものではない。
【０１０４】
　専用でないキーの操作の場合、そのキー操作２４ｃ、４４ｃは、第１の実行可能状態に
あって動作中で、入力装置１６のキー操作を受け取る権利を得ている処理部と、その処理
部が属する処理管理部とは異なる処理管理部中の処理部であって、キー操作２４ｃ、４４
ｃに関連付けられて記憶された第２の実行可能状態処理部２４ｂ、４４ｂが示す処理部と
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に通知される結果、これらの２つの処理部が、キー操作２４ｃ、４４ｃに従って動作する
ことになる。
【０１０５】
　例えば、ＰＴＴ処理部４７がエディタ処理部２９を起動し、通話に代えて、エディタ処
理部２９によって編集された文字列の通信によって会話を行う場合、エディタ処理部２９
が入力装置１６のキー操作を受け取る権利を得ている際に所定の終了キーの操作によって
、エディタ処理部２９と、ＰＴＴ処理部４７とが動作を終了することによって、少ないキ
ー操作で装置に適切な動作をさせることができる。
【０１０６】
　また、上記のキー操作２４ｃ、４４ｃは、同じキー操作２４ｃ、４４ｃに関連付けられ
て、異なる複数の第２の実行可能状態処理部２４ｂ、４４ｂが記憶されていないとしたが
、これに限るものではない。その場合、第１、２のダミー処理部２４、４４は、キー操作
２４ｃ、４４ｃの通知を受けると、そのキー操作２４ｃ、４４ｃに関連付けられて記憶さ
れた複数の第２の実行可能状態処理部２４ｂ、４４ｂを検索によって得る。
【０１０７】
　そして、得られた第２の実行可能状態処理部２４ｂ、４４ｂが示す処理部の中で、第２
の実行可能状態に置かれている処理部を第１、２の制御部２２、４２を介して第１、２の
動作状況２３ａ、４３ａを参照して検索し、検索された処理部が複数である場合、第１、
２のダミー処理部２４、４４は、例えば、それらの処理部の中で優先度が最高の処理部を
同様に検索し、検索された処理部にキー操作２４ｃ、４４ｃを通知する。または、全ての
第２の実行可能状態に置かれている処理部に通知する。
【０１０８】
　なお、上記説明では、第１のダミー処理部２４と、第２のダミー処理部４４とは、第２
の実行可能状態に置かれることがある処理部からの要求に従って、それぞれ第１の特定キ
ー操作２４ａと、第２の特定キー操作４４ａとを記憶するとしたが、これに限るものでは
ない。例えば、第２の実行可能状態に置かれることがある処理部が起動された際に記憶す
るとしても良い。また、それらの処理部の状態に係らず、常に記憶するとしても良い。
【０１０９】
　これらの上記処理部からの要求の有無に係らず記憶する場合、キー操作２４ｃ、４４ｃ
が行われた際、そのキー操作２４ｃ、４４ｃと関連付けられた第２の実行可能状態処理部
２４ｂ、４４ｂが示す処理部の全てが起動されていない、または、起動されていても第２
の実行可能状態に置かれていないことがある。その際、第１のダミー処理部２４と、第２
のダミー処理部４４とは、キー操作２４ｃ、４４ｃを廃棄する。
【０１１０】
　また、キー操作２４ｃ、４４ｃの通知を受けた第２の実行可能状態処理部２４ｂ、４４
ｂが示す処理部は、起動されているが、そのキー操作２４ｃ、４４ｃに対応した動作が定
まっていない動作ステップにあることがある。その際、第２の実行可能状態処理部２４ｂ
、４４ｂが示す処理部は、通知されたキー操作２４ｃ、４４ｃを廃棄する。
【０１１１】
（新たに処理部を起動する際の処理）
　まず、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部（処理部の起動中、又は終了処理
中でない限り、この処理部は、ダミー処理部以外の処理部であって、入力装置１６のキー
操作を受け取って動作し、動作結果を表示部１５へ表示している。）が第１の処理管理部
２１に属する処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第１の処理管理部２１に属す
る処理部である場合の総合制御部１１の処理部起動の制御動作を説明する。
【０１１２】
　図６は、この場合の、総合制御部１１の処理部起動の制御動作のフローチャートを示す
。総合制御部１１は、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第１の処理管理部
２１に属する処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第１の処理管理部２１に属す
る処理部である場合、制御動作を開始して（ステップＳ１１ａ）、第１の制御部２２を制
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御して、第１のダミー処理部２４を第１の処理管理部２１内の処理部の中で、最も優先度
を高くさせて、第１の実行可能状態に置かれて動作中とさせる（ステップＳ１１ｂ）。こ
こで、併せて、ステップＳ１１ａの制御動作開始の際に第１の実行可能状態に置かれて動
作中であった処理部を一時停止状態または第２の実行可能状態に置かせる。
【０１１３】
　次に、総合制御部１１は、第１の制御部２２を制御して、新たに起動する処理部を第１
のダミー処理部２４の優先度未満の優先度で起動させる（ステップＳ１１ｃ、その処理部
は、起動前には一時停止状態、第２の実行可能状態または終了状態にあるので、第１の実
行可能状態に移させる。そして、第１の処理管理部２１に属する処理部の中で最も高い優
先度の処理部は、第１のダミー処理部２４であるので、起動するタスクを第１のダミー処
理部２４に次いで、２番目に高い優先度で起動させても良い。）。
【０１１４】
　そして、総合制御部１１は起動が完了したとの通知を受け取ったか否かを調べることに
より起動完了を待つ（ステップＳ１１ｄ）。その後、起動が完了した場合、その新たに起
動された処理部を第１の処理管理部２１内の処理部の中で、最も優先度を高くさせて、第
１の実行可能状態に置かれて動作中とさせる（ステップＳ１１ｅ）。そして、制御動作を
終了する（ステップＳ１１ｆ）。ここで、併せて、第１のダミー処理部２４を一時停止状
態に置かせる。
【０１１５】
　この結果、第１のダミー処理部２４は、第１の処理管理部２１内の処理部の中で、２番
目に優先度が高くなる。更に、総合制御部１１は、ステップＳ１１ａの制御動作開始の際
に第１の実行可能状態に置かれて動作中であった処理部を終了させることもある。
【０１１６】
　この起動処理によって、新たに起動される処理部の起動が開始されてから完了するまで
の間、表示部１５の表示は変化せず、入力装置１６のキー操作によって装置の処理部が処
理を行うことはなく、装置の使用者に違和感を与えることはない。
【０１１７】
　次に、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第２の処理管理部４１に属する
処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第２の処理管理部４１に属する処理部であ
る場合の総合制御部１１の処理部起動の制御動作を説明する。
【０１１８】
　総合制御部１１は、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第２の処理管理部
４１に属する処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第２の処理管理部４１に属す
る処理部である場合、第２の制御部４２を制御して、第２のダミー処理部４４を第２の処
理管理部４１内の処理部の中で、最も優先度を高くさせ、新たに起動する処理部の起動が
完了した際、その新たに起動された処理部を第２の処理管理部４１内の処理部の中で、最
も優先度を高くさせるが、上記の動作中の処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部
のいずれかであり、かつ、起動する処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部である
場合と同様の制御であり、フローチャートを参照した説明を省略する。
【０１１９】
　次に、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第２の処理管理部４１に属する
処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部であ
る場合の総合制御部１１の処理部起動の制御動作を説明する。
【０１２０】
　図７は、この場合の総合制御部１１の処理部起動の制御動作のフローチャートを示す。
総合制御部１１は、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第２の処理管理部４
１に属する処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第１の処理管理部２１に属する
処理部である場合、制御動作を開始して（ステップＳ１１ｈ）、第２の制御部４２を制御
して、第２のダミー処理部４４を第２の処理管理部４１内で最も優先度を高くさせて、第
１の実行可能状態に置かれて動作中とさせる（ステップＳ１１ｉ）。ここで、併せて、ス
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テップＳ１１ｈの制御動作開始の際に第１の実行可能状態に置かれて動作中であった処理
部を一時停止状態または第２の実行可能状態に置かせる。
【０１２１】
　次に、総合制御部１１は、第１の制御部２２を制御して、新たに起動する処理部を第１
のダミー処理部２４の優先度未満の優先度で起動させる（ステップＳ１１ｊ、その処理部
は、起動前には一時停止状態、第２の実行可能状態または終了状態にあるので、第１の実
行可能状態に移させる。そして、第１の処理管理部２１に属する処理部の中で最も高い優
先度の処理部は、第１のダミー処理部２４であるので、起動するタスクを第１のダミー処
理部２４に次いで、２番目に高い優先度としても良い。）。
【０１２２】
　そして、起動が完了したとの通知を受け取ったか否かを調べることにより起動完了を待
ち（ステップＳ１１ｋ）、起動が完了した場合、総合制御部１１は、その処理部を第１の
処理管理部２１内の処理部の中で、最も優先度を高くさせて、第１の実行可能状態に置か
れて動作中とさせる（ステップＳ１１ｍ）。この結果、第１のダミー処理部２４は、第１
の処理管理部２１内の処理部の中で、２番目に優先度が高くなり、一時停止状態となる。
【０１２３】
　次に、総合制御部１１は、第１の処理管理部２１の優先度を第２の処理管理部４１の優
先度より高くする。即ち、その旨を総合動作状況１１ｂに格納する。そして、表示部１５
への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利との制御を第１の制御部２２
に委ね（ステップＳ１１ｎ）、制御動作を終了する（ステップＳ１１ｏ）。
【０１２４】
　総合制御部１１は、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第１の処理管理部
２１に属する処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第２の処理管理部４１に属す
る処理部である場合、第１の制御部２２を制御して、第１のダミー処理部２４を第１の処
理管理部２１内で最も優先度を高くさせる。次に、第２の制御部４２を制御して、新たに
起動する処理部を第２のダミー処理部４４の優先度未満の優先度で起動させ、起動の完了
後、その処理部を第２の処理管理部４１内の処理部の中で、最も優先度を高くさせる。
【０１２５】
　この結果、第２のダミー処理部４４は、第２の処理管理部４１内の処理部の中で、２番
目に優先度が高くなる。次に、総合制御部１１は、第２の処理管理部４１は、第１の処理
管理部２１より優先度が高い旨を総合動作状況１１ｂに格納する。そして、表示部１５へ
の表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取る権利との制御を第２の制御部４２に
委ねる。
【０１２６】
　この、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第１の処理管理部２１に属する
処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第２の処理管理部４１に属する処理部であ
る場合の総合制御部１１の処理部起動の制御動作は、第１の実行可能状態に置かれて動作
中の処理部が第２の処理管理部４１に属する処理部であり、かつ、新たに起動する処理部
が第１の処理管理部２１に属する処理部である場合の総合制御部１１の処理部起動の制御
動作と同様であり、フローチャートを参照した説明を省略する。
【０１２７】
　この起動処理によって、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部と新たに起動さ
れる処理部が異なる処理管理部に属している場合、起動する処理部の起動が開始されてか
ら完了するまでの間、表示部１５の表示は変化せず、入力装置１６のキー操作によって装
置の処理部が処理を行うことはなく、装置の使用者に違和感を与えることはない。
【０１２８】
　また、新たに起動された処理部が属する処理管理部とは異なる処理管理部においては、
その処理部が起動された後、ダミー処理部が最も優先度が高くなる。そのため、この異な
る処理管理部が表示部１５に表示を行う権利及び／または入力装置１６のキー操作を受け
取る権利をたとえ有したとしても、その権利はダミー処理部に与えられるので、表示部１
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５の表示に何ら影響を与えることなく、また、入力装置１６のキー操作に依存してこの異
なる処理管理部に属する第２の実行可能状態に置かれた処理部による処理が行われても、
表示部１５の表示に影響を与えることはない。
【０１２９】
　上記の第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が第２の処理管理部４１に属する
処理部であり、かつ、新たに起動する処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部であ
る場合の処理の一例を用いて説明する。図８は、この場合の処理に伴って、総合動作状況
１１ｂにいずれの処理管理部に属する処理部が優先度が高いと記憶されているか、及び、
第１の動作状況２３ａと第２の動作状況４３ａとに処理部が如何なる優先度で記憶されて
いるかが変化する状況を示す。
【０１３０】
　即ち、図８（ａ）は、第２の動作状況４３ａが第１の動作状況２３ａより上に示されて
いることにより、第２の処理管理部４１が第１の処理管理部２１より優先度が高いと総合
動作状況１１ｂに記憶されていることを示す。更に、第２の動作状況４３ａには、ブラウ
ザ処理部４６と第２のダミー処理部４４が含まれ、かつ、前者が最も上に示されているこ
とにより、ブラウザ処理部４６は、最大の優先度であり、後者は、前者の優先度未満の優
先度であることを示す。
【０１３１】
　また、第１の動作状況２３ａには、第１のダミー処理部２４と待ち受け処理部２５が含
まれ、かつ、前者が最も上に示されていることにより、第１のダミー処理部２４は、最大
の優先度であり、後者は、前者の優先度未満の優先度であることを示す。この図８（ａ）
は、図７に示すフローチャートのステップＳ１１ｈの制御動作が開始される状況に対応し
、ブラウザ処理部４６が入力装置１６のキー操作を受け取って、第１の実行可能状態に置
かれて動作中であり、動作結果を表示部１５に表示している状況を示す。また、待ち受け
処理部２５は、一時停止の状態にある状況を示す。
【０１３２】
　ここで、例えば、入力装置１６の所定のキーが操作されることにより、待ち受け処理部
２５を起動させるとする。すると、まず、総合制御部１１は、第１の実行可能状態に置か
れて動作中の処理部は第２の処理管理部４１に属するブラウザ処理部４６であることから
、第２のダミー処理部４４を第２の動作状況４３ａの中で最大の優先度にさせる。図８（
ｂ）は、第２のダミー処理部４４が第２の動作状況４３ａの中で最も上に示されているこ
とにより、第２のダミー処理部４４が第２の動作状況４３ａの中で最大の優先度である状
況を示す。
【０１３３】
　この図８（ｂ）は、図７に示すフローチャートのステップＳ１１ｉの第２のダミー処理
部４４の優先度が高くされた状況に対応し、第２のダミー処理部４４は、入力装置１６の
キー操作に依存した動作を行わず、かつ、表示部１５に表示しないことから、入力装置１
６の装置が操作されても装置の動作に影響を与えず、かつ、表示部１５の表示は、図８（
ａ）に状況を示すブラウザ処理部４６によって表示された画像が引き続き表示されたもの
である。
【０１３４】
　次に、総合制御部１１は、待ち受け処理部２５を起動させ、起動が完了すると、待ち受
け処理部２５を第１の動作状況２３ａの中で最大の優先度にさせる。図８（ｃ）は、待ち
受け処理部２５が第１の動作状況２３ａの中で最も上に示されていることにより、待ち受
け処理部２５が第１の動作状況２３ａの中で最大の優先度であって、第１の実行可能状態
の置かれている状況を示す。
【０１３５】
　この図８（ｃ）は、図７に示すフローチャートのステップＳ１１ｍの起動完了した処理
部の優先度を最も高くさせた状況に対応し、図８（ｂ）に示した状況と同様に、第２のダ
ミー処理部４４は、入力装置１６のキー操作に依存した動作を行わず、かつ、表示部１５
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に表示しないことから、入力装置１６の装置が操作されても装置の動作に影響を与えず、
かつ、表示部１５の表示は、図８（ａ）に状況を示すブラウザ処理部４６によって表示さ
れた画像が引き続き表示されたものである。
【０１３６】
　待ち受け処理部２５の起動が完了したとの通知を受けて、総合制御部１１は、第１の処
理管理部２１が第２の処理管理部４１より優先度を高くする制御を行う。図８（ｄ）は、
第１の動作状況２３ａが第２の動作状況４３ａより上に示されていることにより、第１の
処理管理部２１が第２の処理管理部４１より優先度が高いと総合動作状況１１ｂに記憶さ
れていることを示す。
【０１３７】
　この図８（ｄ）は、図７に示すフローチャートのステップＳ１１ｎの第１の処理管理部
２１の優先度が第２の処理管理部４１の優先度より高いと制御された状況に対応し、この
、図８（ｄ）に示す優先度の状況に至って、待ち受け処理部２５が第１の実行可能状態に
置かれて動作中であり、入力装置１６のキー操作を受け取って、動作結果を表示部１５に
表示している。
【０１３８】
　この状況に至る、図８（ｂ）に示す状況及び図８（ｃ）に示す状況においては、既に説
明した通り、表示部１５には、図８（ａ）に示す状況でブラウザ処理部４６が表示した画
像が引き続き表示され、また、入力装置１６のキー操作に依存して動作する処理部はなく
、使用者に違和感を与えることはない。
【０１３９】
　図９は、同様に、第２の処理管理部４１に属するＰＴＴ処理部４７が第１の実行可能状
態に置かれて動作中である際に、蓄電池に蓄えられた電力が所定の値以下になったことに
より、第１の処理管理部２１に属するアラーム処理部３３が新たに起動された場合の優先
度が変化する状況を示す。なお、図８を参照して説明したことは、繰り返しを避けて簡明
な説明に止める。また、この図を参照して、第２のダミー処理部４４が、キー操作４４ｃ
を第２の実行可能状態処理部４４ｂに通知する動作の一例を説明する。
【０１４０】
　図９（ａ）は、ＰＴＴ処理部４７が入力装置１６のキー操作を受け取って、第１の実行
可能状態に置かれて動作中であり、動作結果を表示部１５に表示している状況を示す。ま
た、待ち受け処理部２５は、一時停止の状態にある状況を示す。この時、ＰＴＴ発話キー
が押下されており、ＰＴＴ処理部４７は、発話権を得ているとする。
【０１４１】
　図９（ｂ）は、第２のダミー処理部４４の優先度が高くされた状況に対応する。この際
、ＰＴＴ処理部４７は、表示部１５への表示の権利と、入力装置１６のキー操作を受け取
る権利とを必要としておらず、第２の実行可能状態に置かれ、引き続き動作中であって、
発話権を引き続き得ている。
【０１４２】
　図９（ｃ）は、アラーム処理部３３が起動された状況に対応し、アラーム処理部３３は
、第１の動作状況２３ａの中で最大の優先度であって、第１の実行可能状態に置かれてい
る。一方、ＰＴＴ処理部４７は、引き続き第２の実行可能状態に置かれて動作中であって
、発話権を得ている。
【０１４３】
　図９（ｄ）は、第１の処理管理部２１の優先度が第２の処理管理部４１の優先度より高
いと制御された状況に対応し、アラーム処理部３３は、入力装置１６のキー操作を受け取
って、第１の実行可能状態に置かれて動作中であり、動作結果を表示部１５に表示してい
る。
【０１４４】
　この際、ＰＴＴ処理部４７は、引き続き第２の実行可能状態に置かれて動作中であって
、発話権を得ている。そして、アラーム処理部３３による表示部１５の表示によって蓄電
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池に蓄えられた電力が減少したことを認知した使用者が、ＰＴＴ発話キーの押下を終了し
たとする。
【０１４５】
　すると、第２のダミー処理部４４は、キー操作４４ｃが「ＰＴＴ発話キー解放」と等し
い第２の特定キー操作４４ａを検索し、その検索によって得られた第２の実行可能状態処
理部４４ｂによって示されるＰＴＴ処理部４７に、上記キー操作４４ｃを通知する。
【０１４６】
　この通知によって、ＰＴＴ処理部４７は、発話権の放棄の動作をする。この動作によっ
て、入力装置１６のキー操作を受け取る処理部はアラーム処理部３３でありながら、ＰＴ
Ｔ処理部４７は、発話権の放棄の動作をすることができ、ＰＴＴ通話に関係する全ての装
置（図示せず）へ支障を与えることはない。
【０１４７】
（処理部を終了する際の処理）
　総合制御部１１が処理部を終了させる制御動作を、（１）総合動作状況１１ｂに高い優
先度であると記憶された処理管理部に属する処理部であって、その処理管理部の動作状況
に最大の優先度が付されて記憶されている処理部、即ち、第１の実行可能状態に置かれて
動作中の処理部が、終了させる処理部に含まれている場合の制御動作と、（２）（１）以
外の場合の制御動作に分けて説明する。
【０１４８】
　図１０は、この（１）の場合の総合制御部１１の処理部終了の制御動作のフローチャー
トを示す。なお、総合動作状況１１ｂに高い優先度であると記憶された処理管理部が第１
の処理管理部２１である場合の総合制御部１１の制御動作を説明する。高い優先度である
処理管理部が、第２の処理管理部４１である際の制御動作も同様であって、説明を省略す
る。
【０１４９】
　総合制御部１１は、処理部を終了させるに際し、第１の実行可能状態に置かれて動作中
の処理部が、終了させる処理部に含まれている場合、制御動作を開始する（ステップＳ１
１ｐ）。
【０１５０】
　そして、総合制御部１１は、終了させる処理部を終了させる（ステップＳ１１ｑ）。こ
こで、終了させる処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部であれば、第１の制御部
２２を制御して終了させ、第１の動作状況２３ａからその処理部の情報を削除させる。ま
た、終了させる処理部が第２の処理管理部４１に属する処理部であれば、第２の制御部４
２を制御して終了させ、第２の動作状況４３ａからその処理部の情報を削除させる。そし
て、終了された処理部に関する情報を総合動作状況１１ｂから削除する。
【０１５１】
　この終了制御の際、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が終了されても、表
示部１５の表示は変わらない。なぜなら、第１の処理管理部２１に属する処理部の中で、
２番目に高い優先度が付された処理部は第１のダミー処理部２４であり、上記処理部の終
了に伴い、最も高い優先度が付された処理部は第１のダミー処理部２４となるためである
。
【０１５２】
　次に、総合制御部１１は、総合動作状況１１ｂに記憶された、起動された処理部の中で
最も近い過去に起動された処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部であるか、第２
の処理管理部４１に属する処理部であるかを調べる（ステップＳ１１ｒ）。そして、その
処理部が第１の処理管理部２１に属する処理部である場合、第１の制御部２２を制御して
、その処理部を起動させる（ステップＳ１１ｓ、その処理部は、一時停止状態または第２
の実行可能状態にあるので、第１の実行可能状態に移させる。）。
【０１５３】
　なお、第１の処理管理部２１に属する処理部の中で最も優先度が高い処理部は第１のダ
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ミー処理部２４であるので、起動の際、起動される処理部は、第１のダミー処理部２４に
次いで２番目に高い優先度が付されている。
【０１５４】
　そして、起動が完了したとの通知を受け取ったか否かを調べることにより起動完了を待
ち（ステップＳ１１ｔ）、起動が完了した場合、総合制御部１１は、その起動された処理
部を第１の処理管理部２１に属する処理部の中で最大の優先度とさせて、第１の実行可能
状態に置かれて動作中とさせ、第１の動作状況２３ａを更新させて（ステップＳ１１ｕ）
、制御動作を終了する（ステップＳ１１ｖ）。これによって、第１のダミー処理部２４は
、第１の処理管理部２１に属する処理部の中で、２番目に高い優先度が付され、一時停止
状態となる。
【０１５５】
　一方、ステップＳ１１ｒで、最も近い過去に起動された処理部が第２の処理管理部４１
に属する処理部の場合、総合制御部１１は、第２の制御部４２を制御して、その処理部を
起動させる（ステップＳ１１ｗ、その処理部は、一時停止状態または第２の実行可能状態
にあるので、第１の実行可能状態に移させる。）。なお、第２の処理管理部４１に属する
処理部の中で最も優先度が高い処理部は、第２のダミー処理部４４であるので、起動の際
、起動される処理部は、第２のダミー処理部４４に次いで、２番目に高い優先度が付され
ている。
【０１５６】
　そして、起動が完了したとの通知を受け取ったか否かを調べることにより起動完了を待
ち（ステップＳ１１ｘ）、起動が完了した場合、総合制御部１１は、その起動された処理
部を第２の処理管理部４１に属する処理部の中で最大の優先度とさせて、第１の実行可能
状態に置かれて動作中とさせ、第２の動作状況４３ａを更新させる（ステップＳ１１ｙ）
。この優先度の変更により、起動完了の後、第２のダミー処理部４４は、第２の処理管理
部４１に属する処理部の中で２番目に高い優先度が付され、一時停止状態となる。
【０１５７】
　更に、総合制御部１１は、第２の処理管理部４１の優先度を第１の処理管理部２１の優
先度より高くし、その旨を総合動作状況１１ｂに更新記憶して（ステップＳ１１ｚ）、制
御動作を終了する（ステップＳ１１ｖ）。
【０１５８】
　上記（２）の場合、総合制御部１１は、終了させる処理部が第１の処理管理部２１に属
する処理部であれば、第１の制御部２２を制御して終了させ、第１の動作状況２３ａから
その処理部の情報を削除させる。また、終了させる処理部が第２の処理管理部４１に属す
る処理部であれば、第２の制御部４２を制御して終了させ、第２の動作状況４３ａからそ
の処理部の情報を削除させる。そして、終了された処理部に関する情報を総合動作状況１
１ｂから削除する。
【０１５９】
　この（２）の場合、処理部の終了の制御動作の前後を問わず、総合動作状況１１ｂに高
い優先度であると記憶された処理管理部に属する処理部であって、その処理管理部の動作
状況に最大の優先度が付されて記憶されている処理部、即ち、第１の実行可能状態に置か
れて動作中の処理部は変わらず、その処理部が入力装置１６のキー操作を受け取って動作
中であり、動作結果を表示部１５に表示している。このため、表示部１５の表示の切り替
えは発生せず、使用者に違和感を与えるおそれはない。
【０１６０】
　上記（１）の場合の制御動作を、一例を用いて説明する。図１１は、この場合の処理に
伴って、第１の動作状況２３ａに起動された処理部が如何なる優先度で記憶されているか
が変化する状況を示す。なお、この変化の過程の全ての状況において、第１の処理管理部
２１が第２の処理管理部４１より優先度が高いと総合動作状況１１ｂに記憶されている。
【０１６１】
　そして、第２の処理管理部４１の処理部の中で起動された処理部は第２のダミー処理部
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４４のみで、この場合の処理に伴って変化することはないため、第２の動作状況４３ａに
記憶された情報の図示を省略する。また、この場合、動作中の処理部は、全て第１の実行
可能状態に置かれて動作中であるので、いずれの実行可能状態に置かれているかの図示を
省略する。
【０１６２】
　図１１（ａ）は、第１の処理管理部２１に属する処理部で起動された処理部は、優先度
が高い順に、通話処理部２６と、第１のダミー処理部２４と、アドレス帳処理部２７と、
待ち受け処理部２５とであることを示し、通話処理部２６が第１の実行可能状態に置かれ
て動作中であることを示す。この状態は、使用者によって、待ち受け処理部２５が動作中
にアドレス帳処理部２７が起動され、アドレス帳処理部２７が動作中に通話処理部２６が
起動されて動作中である状況を示す。
【０１６３】
　この図１１（ａ）は、図１０に示すフローチャートのステップＳ１１ｐの制御動作が開
始される状況に対応し、通話処理部２６が入力装置１６のキー操作を受け取って、第１の
実行可能状態に置かれて動作中であり、動作結果を表示部１５に表示している状況を示す
。また、アドレス帳処理部２７と待ち受け処理部２５は、一時停止の状態にある状況を示
す。
【０１６４】
　この状況で、通話処理部２６及びアドレス帳処理部２７を終了させる場合、総合制御部
１１は、まず、第１の制御部２２を制御して、通話処理部２６を終了させ、その結果、第
１のダミー処理部２４を第１の処理管理部２１中の最高の優先度を付させる。図１１（ｂ
）は、この状況を示す。続いて、総合制御部１１は、アドレス帳処理部２７を終了させる
。図１１（ｃ）は、通話処理部２６及びアドレス帳処理部２７の終了の制御が完了した状
況を示す。
【０１６５】
　この図１１（ｂ）は、図１０に示すフローチャートのステップＳ１１ｑの処理部の終了
の制御中に対応し、図１１（ｃ）は、そのステップの処理部の終了の制御が完了した状況
に対応し、いずれのステップにおいても第１のダミー処理部２４の優先度が最高であり、
第１のダミー処理部２４は、入力装置１６のキー操作に依存した動作を行わず、かつ、表
示部１５に表示しないことから、入力装置１６の装置が操作されても装置の動作に影響を
与えず、かつ、表示部１５の表示は、図１１（ａ）に状態を示す通話処理部２６によって
表示された画像が引き続き表示されたものである。
【０１６６】
　これらの処理部の終了の制御が完了した後、総合制御部１１は、総合動作状況１１ｂに
記憶された起動された処理部の中で、最も近い過去に起動された処理部である待ち受け処
理部２５を起動させる（図１０に示すフローチャートのステップＳ１１ｓに対応する。）
。そして、その起動が完了した後、第１の制御部２２を制御して、待ち受け処理部２５を
第１の処理管理部２１の中で最も優先度が高い処理部とさせる。図１１（ｄ）は、図１０
に示すフローチャートのステップＳ１１ｕの処理が完了したことに対応し、この処理が完
了した状況を示す。
【０１６７】
　この、図１１（ｄ）に示す優先度の状況に至って、待ち受け処理部２５が入力装置１６
のキー操作を受け取って、第１の実行可能状態に置かれて動作中であり、動作結果を表示
部１５に表示を行っている。この状況に至る、図１１（ｂ）に示す状況及び図１１（ｃ）
に示す状況においては、表示部１５には、図１１（ａ）に示す状況で通話処理部２６が表
示した画像が引き続き表示され、また、入力装置１６のキー操作に依存して動作する処理
部はなく、使用者に違和感を与えることはない。
【０１６８】
　以上の説明では、第２の実行可能状態に置かれることがある処理部は、第２の実行可能
状態に置かれ、かつ、所定のキー操作がされた場合、その操作の通知を受けることをそれ
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ぞれの処理部が属する処理管理部のダミー処理部に要求するとした。そして、それぞれの
ダミー処理部がこの要求を記憶し、かつ、この要求を総合制御部１１に要求し、この要求
に応じて総合制御部１１から通知されたキー操作を第２の実行可能状態に置かれた処理部
通知するとしたが、これに限るものではない。
【０１６９】
　それぞれのダミー処理部に代えて、それぞれの処理部が属する処理管理部の制御部（第
１の制御部２２か、第２の制御部４２のいずれか一方。）が上記動作を行っても良い。ま
た、それぞれのダミー処理部またはそれぞれの制御部を介すことなく、第２の実行可能状
態に置かれることがある処理部は、総合制御部１１に上記操作の通知を要求し、総合制御
部１１から通知を受けても良い。
【０１７０】
　この、第２の実行可能状態に置かれることがある処理部と総合制御部１１との間で直接
に要求及び通知の送受を行う場合、第１の処理管理部２１と、第２の処理管理部４１との
いずれが優先度が高いかによって、上記操作の通知の動作は影響を受けない。
【０１７１】
　以上の説明では、処理管理部は、第１の処理管理部２１と、第２の処理管理部４１との
２つであるとしたが、３つ以上であっても良く、何ら制御動作に変わることはない。また
、それぞれの処理管理部に属する処理部の数はいくつであっても良く、何ら制御動作に変
わることはない。
【０１７２】
　以上の説明では、総合制御部１１と、第１の制御部２２と、第２の制御部４２とによっ
て制御動作を行うとしたが、これに限るものではない。総合制御部１１が、第１の制御部
２２または第２の制御部４２の動作を併せて行っても良い。
【０１７３】
　以上の説明では、全ての処理部は処理管理部に属するとしたが、これに限るものではな
い。処理管理部に属さず、総合制御部１１の制御を直接受ける処理部があっても良い。こ
の場合、総合制御部１１は、直接制御する処理部に対して処理管理部の制御部の制御動作
を併せて行うが、これに限るものではない。
【０１７４】
　例えば、総合制御部１１は、総合制御部１１の制御を直接受ける処理部であって、第１
の実行可能状態に置かれて動作中の処理部の終了に際し、その処理部を制御して、表示部
１５の表示を維持させる制御をしても良い。また、第２の実行可能状態に置かれて動作中
の処理部に所定のキー操作を通知しても良い。
【０１７５】
　更に、総合制御部１１は、総合制御部１１の制御を直接受ける処理部であって、終了す
る処理部と起動が完了していない処理部とのいずれにも入力装置１６のキー操作によって
入力された情報を与えない制御をしても良い。これらの制御により、総合制御部１１の制
御を直接受けるダミー処理部を設けない構成としても良い。
【０１７６】
　また、総合制御部１１は、総合制御部１１の制御を直接受ける処理部の終了または起動
による状況の変化の際、表示部１５を直接制御して、上記終了または起動前の画像を表示
させることによって、表示部１５の表示の違和感を与えないとしても良い。また、第２の
実行可能状態に置かれて動作中の処理部に所定のキー操作を通知しても良い。
【０１７７】
　更に、総合制御部１１は、入力装置１６を直接制御して、上記終了または起動が完了す
るまでに操作されたキーを無視することによって、いずれの処理部もその操作されたキー
に依存して動作しないとしても良い。このように、表示部１５及び入力装置１６を直接制
御することによって、総合制御部１１の制御を直接受けるダミー処理部を設けない構成と
しても良い。
【０１７８】
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　以上の説明は、本発明を移動通信端末装置に適用した形態を例にとって行ったが、これ
に限るものではない。本発明は、あらゆる情報処理装置に適用することが当然に可能であ
る。本発明は以上の構成に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７９】
【図１】本発明の実施形態に係る移動通信端末装置の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施形態に係る第１の処理管理部の構成を示すブロック図。
【図３】本発明の実施形態に係る第２の処理管理部の構成を示すブロック図。
【図４】本発明の実施形態に係る第１の特定キー操作の構成の一例を示す図。
【図５】本発明の実施形態に係る第２の特定キー操作の構成の一例を示す図。
【図６】本発明の実施形態に係る総合制御部の処理部起動の制御動作のフローチャート（
その１、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部と新たに起動される処理部とが同
じ処理管理部に属す場合）。
【図７】本発明の実施形態に係る総合制御部の処理部起動の制御動作のフローチャート（
その２、第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部と新たに起動される処理部とが異
なる処理管理部に属す場合）。
【図８】本発明の実施形態に係る処理部の優先度の遷移を示す図（その１、異なる処理管
理部の間で第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が移動する第１の例）。
【図９】本発明の実施形態に係る処理部の優先度の遷移を示す図（その２、異なる処理管
理部の間で第１の実行可能状態に置かれて動作中の処理部が移動する第２の例）。
【図１０】本発明の実施形態に係る総合制御部の処理部終了の制御動作のフローチャート
。
【図１１】本発明の実施形態に係る処理部の優先度の遷移を示す図（その３、１つの処理
管理部に属す処理部が終了する例）。
【符号の説明】
【０１８０】
１１　総合制御部
１１ａ　総合動作状況記憶部
１１ｂ　総合動作状況
１５　表示部
１６　入力装置
２１　第１の処理管理部
２２　第１の制御部
２３　第１の動作状況記憶部
２３ａ　第１の動作状況
２４　第１のダミー処理部
２４ａ　第１の特定キー操作
２４ｂ、４４ｂ　第２の実行可能状態処理部
２４ｃ、４４ｃ　キー操作
２５　待ち受け処理部
２６　通話処理部
２７　アドレス帳処理部
２９　エディタ処理部
３０　放送受信処理部
３１　コンテンツ再生処理部
３３　アラーム処理部
４１　第２の処理管理部
４２　第２の制御部
４３　第２の動作状況記憶部
４３ａ　第２の動作状況
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４４　第２のダミー処理部
４４ａ　第２の特定キー操作
４５　電子メール処理部
４６　ブラウザ処理部
４７　ＰＴＴ処理部
４８　ストリーミング再生処理部

【図１】 【図２】



(25) JP 5055953 B2 2012.10.24

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】



(26) JP 5055953 B2 2012.10.24

【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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